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海藻の特殊成分の研究

第3報 A物質の確認

矢部和夫・辻野 勇・斉藤恒行

(北海道大学水産学部水産化学教室〕

Studies on the Compounds Specific for Each Group of Marine Algae. 

III. Identification of compound A 

Kazuo YABE， lsami TSUJINO and Tsuneyuki SAITO 

Abstract 

In previous papers we have discussed the oc叩rrenωofultraviolet absorbing 
ma旬，rialsspeeific for red alg踊 andthe method of their iω，lation. 
By cation exchan.伊，r，using Dowex-50， they were fractionated inω 佐官ee
ωmpounds， namely， A， X， and Y. Their absorption maximum 自 2舶， 318， and 
332mμrespeetively. But details of the properti，倒 oftb飽e∞mpoundshave not 
yet bω，n dωeribed. By using absorption SPE児:trum，anion excbang唱chromatogram，
and paper chromatogram， it wωob嗣rvedthat compound A may be de旬，rmined
ωuridine. This will be deseribed in this抑 per.

緒冒

前報1)2)において筆者らは海藻の過塩素酸挽出液の紫外部吸収スペクトルを測定した結果，紅藻のみに

共通して存在する成分として， 320-330mμ に特異的に極大吸収を有する物質の存在することを発見し，

その抽出法ならびにイオン交換クロマトグラフィーによる分離方法を確立し，さらにまた本物質の若干

の性質についても報告した。すなわちカチオン交換樹脂によるクロマトグラフィーの結果，本抽出液に

は 2前mμ に極大吸収を持つ化合物Aと，それぞれ 320mμ と330mμ に極大吸収を有する化合物Xと

Yとの8種類の化合物が含有されることを知った。今回はこのうちの化合物Aについて実験を行ない，

アニオン交換クロマトグラフィーによる溶出の模様，吸収スペクトルならびにペーパークロマトグラフ

ィーによる結果を綜合して，本物質は Uridineであることを確認したのでここに報告する。

実験方法

試料: 函館市外七重浜で採集した新鮮なツノマタ (Chondrusωellatus)を使用した。

抽出法: 前報に述べたのと全く同一の活性炭吸着法によって抽出を行なった。

イオン交換グロマトグラフィー: アニオン交換樹脂としてはDowex-1x 10 (恥wChemical Co.)を

カチオン交換樹脂としてはDowex-50x10(Dow Chemical Co.)をそれぞれ塩酸および水酸化ナトリ

ウムを用いて洗い，洗液に紫外部の吸収が認められなくなるまで洗条を続ける。

ペーパークロマトグラフィー: 東洋法紙 No.50または No.53を使用した。展開剤としては次の

4種を用い，ペーパー上のスポットの位置は紫外線ランプ(東芝 UV-D25フィルター併用)を用いて

確認した。
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展開剤町 (1) イソプロピルアルコールー飽和硫酸アンモニウム溶液ー水 (2:79:19)

(2) n-フ'タノールー酢酸一水 (4:1:5)

(3) 水(アンモニヤ水を用いて pH10とする〕

(4) n-フeタノールに 10%の尿素溶液を飽和

実験結果および希察

イオン交換クロマトグラフィー:

ツノマタの過塩素酸抽出液を前報通りに活性炭で処理して化合物 A，X，Yを吸着させ，次ぎにエタ
ノール・アンモニア・水の混液を用いて溶出し， 400C以下で減圧濃縮を行って溶剤を濃縮乾固し，こ

れを一定量の水に溶解して不溶物を除き，塩酸を用いて pHを 4.0以下に修正してから， Dowex-50 

(H+型)を用いてクロマトグラフィーを行なう。このカラムは先ず水を流すことによって 260mμ 附近

に極大吸収を持つ化合物Aの l 
フラクションが得れ，続いて

330mμ 附近に極大吸収を持

つ化合物 Y が溶出されてく

る。そのf炎さらに 0.5Mのア

ンモニア水を流すことによっ

て 32伽nμ 附近に極大吸収を

持つ化合物Xが得られる。こ

れらの物質の溶出曲線はFig.

1に示す通りである。この場

合の3者の含量比は A:X:

Y =2.3% :63.1% :29.2%で

あった。

ここに水で溶出される化合

物Aを含むフラクションをさ

らにDowex-1(Cl-型〕を用い

たカラムクロマトグラフィー

にかける。化合物Aはこれに

よって吸着され，さらにこの

カラムに O.OlMNH.α の溶

液を流すことによって，吸着

された化合物Aの大部分を溶

出することができた。その溶

出曲線は Fig.2に示す通り

である。

ここに得られた O.OlM

NH.Cl溶液についての紫外

部の吸収スペクトルを求めた

結果をFig.3に示す。

Fig. 3によれば水溶液，
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pH 13， pH 2とその溶液の条件を変化して

も吸収曲線には変化は認められず，吸収の 0.. 
極大は 260mμ にあった。従って本物質は

Ad，唖nineあるいは Uracilのような境基部を

その構造の中に含むものではないかと判断さ

れる針。 さらにまた本物質溶液に臭素を添 8

力日目して，その吸収の変化を調べてみた結果20・2
は Fig.3の曲線4に示すように，その吸収量

極大は完全に消失することを知った。この事記

実から本物質は Adnine系のものではなく

て， Uracilの系統のものと判断される。なお

イオン交換クロマトグラフィーによる溶出の

位置へ およびりん酸基の定性試験町の結果

りん酸の存在が確認されないことから，本物

質は Uracilまたは Uridineではないかと考

えられる。
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Wave length -
ペーパークロマトグクフィー:

イオン交換クロマトグラフィーによって分

別したフラクションをさらに活性炭に吸着さ Eig. 3. Absorption spectra of the ωmpound 

せ，これをよく水洗した後に，エタノールーァ A and its brominated∞mpound 
ンモニアー水の混液を用いて溶出し，これを400(:以下で減圧濃縮乾溜した後にこれを水に溶解して前記

の4種類の展開剤によって上昇法でペーパークロマトグラフィーを行った。なおこれと同時に本物質を

6N-HClで1200Cで2時間処理を行ない，この加水分解物を減圧濃縮して塩酸を追い出し，これを水に

溶かして同様にペーパークロマトグラフィーを行った。その結果を Table1に示す。

Table 1によれば，化合物Aの示す RF値は 4種の展開剤ともに Uridineのそれと一致している。

また， 6N HClによる加水分解物については，いずれの展開剤についても 2個のスポットが確認され，

l....Disω，lved in wa旬r
2... .pH 13 
3....pH 2 
4. . . . Compound A (Brominaぬd)

Table 1. RF values of the ωmpound A and i匂 hydroly銅色e

Solvent system 
Sample 

1(11) 2【b) 3(C) 4(d) 

Compound A 0.54 0.38 0.83 0.20 

C(hoymdprooluynzd ed) A 0.46 0.51 0.72 0.37 
0.54 0.34 0.83 0.20 

Uridine 0.53 0.34 0.83 0.20 

Uracil 0.46 0.50 0.72 0.36 

(a) lsopropyl al∞hol唱aturatedammonium sulfate-water (2:79:19， V jV jV) 
(b) n-butanol喝ω，ticacid-water (4:1:5， VjVjV) 
(c) Water (pH 10， with ammonium hydroxide) 
(d) n-butanol saturated with 10 perωnt of urea 
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それぞれが UracilとUridineのRFに該当する。これらのペーパークロマトグラフィーの結果からも

化合物Aは Uridineであると断定することができる。

以上述べたように，化合物Aはイオン交換クロマトグラフィーによる溶出位置，吸収スペクトル，ペ

ーノミークロマトグラフィーなどの諸結果から， Uridineであると断定したのであるが，この物質は既述

の化合物XおよびYとはその性質がおのずから異なり，従って紅藻類に特異的に存在するものとも考え

られない。その理由は最近の海藻中の酸溶性のヌクレオチドの研究によって，藻体中に可成の量のUracil

の誘導体の存在することが明らかとなっている8-1酌ことから当然その存在は想像されるのである。従っ

てUridineを紅藻中の特異成分として化合物XとYと同列に取扱うことはできないが，筆者らの抽出法

によって必らず混在する成分であり，本物質の確認もその研究途上において当然必要な事項であると考

えて本報告を行ったものである。

総括

紅藻類中に検出される特異成分A，X， Yのうち，ツノマタを用いてAの分離精製を行ない，次の諸

事実からAは Uridineであるという結論を得た。

1) 吸収極大は 26伽市にあり， pHを変えても吸収曲線に変化がない。本物質の溶液に臭素添加を

行なうと 260mμ における吸収極大は完全に失なわれる。

2) 4種類の展開邦jを使用したペーパークロマトグラフィーの結果，その RF値は標準の Uridineと

全く問ーであった。また化合物Aにはりん酸の含有は認められず，塩酸による加水分解物はそれぞれ

Uridineと Uracilの RF値を与えた。

3) 精製段階においてイオン交換樹脂， Dowex-50， Dowex-1に対する態度からも nucleωideの可

能性が想像された。
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